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本計画の検討範囲
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図：:計画の検討範囲および進捗状況

計画対象地：茶山園地



１．上位計画
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●植栽計画の概要

１．上位計画と課題整理
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植栽計画から抜粋
基本的な考え方・計画方針・計画目標



２．主要課題の検討
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（１） サクラ林に関する検討
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（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善

２．主要課題の検討
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２．主要課題の検討
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図：サクラ類の植栽適地

（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善



２．主要課題の検討
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図：ナラノヤエザクラ・ナラノココノエザクラと競合する樹木

（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善



２．主要課題の検討
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良質客土＋有機質改良材

60㎝

標準径150㎝

現況土

図：適地での植付

地点 土性 透水性 ＰＨ 養分
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（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善

良質客土＋有機質改良材

60㎝

標準径150㎝

現場土（固結）

個別に盛土

現場土

図：土壌厚が不足する範囲の植付



２．主要課題の検討
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（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善



多摩森林科学園におけるサクラの栽培ライン別腐朽被害：佐古和浩（日本大学生物資源科学部）

森林総合研究所多摩森林科学園のサクラ保存林には、全国各地から集められたサクラおよそ600栽培ラインが植栽されている。このうち、植栽後40～43年
経過した樹木が多い保存林南側の43栽培ライン223本のサクラの腐朽被害の調査を行った。

・平均樹勢3.5以上 ：ヤマザクラ、染井吉野、小彼岸、御室有明など11栽培ライン (健全な状態にある)
・平均樹勢2.0以下：ナラノヤエザクラ、河津桜、冬桜など9栽培ライン

〇今回の調査では、品種によって腐朽度に大きな違いが認められたが、これは栽培品種等の分類間で寄生病害や傷害に対する抵抗性に差があり、これらの
原因で枯死した枝などから二次的に腐朽菌が侵入したことによると考えられる。

出典：樹木医学研究16巻（2012）4号 速報

２．主要課題の検討
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ナラノヤエザクラ
ナラノヤエザクラ

【参考資料】 サクラの園芸品種の生育特性等に関する文献

（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善



２．主要課題の検討
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勝木俊雄（国立研究開発法人森林総合研究所多摩森林科学園）ほか

・サクラ保存林に1960年代に植栽された1667本は、2015年時点で570本が現
存している。このうち、エドヒガンは61％生存し、サトザクラ(15品種)は29％
生存している。

・サクラ保存林の 1960 年代に植栽された個体は、明らかに衰退傾向にあり
今後更に枯死個体が増加すると予想される。

・エドヒガンは、成長に伴う競合が主な衰退要因である。
・サトザクラの多くは、競合に加えて劣悪な土壌環境と病虫害による幹の腐

朽が衰退原因となっていることが観察された。今後も維持するためには土
壌改良や大規模な剪定による樹高の低減化などが必要と判断された。

・自根をもたない接木苗での維持には限界があり、長期にわたる保存には挿
木苗などの利用が必要と考えられた。

出典：樹木医学研究20巻（2016）1号 速報

勝木俊雄 （国立研究開発法人森林総合研究所多摩森林科学園）

※本稿では、幹年齢を樹木の年齢として扱う。
〇染井吉野の最高年齢
・染井吉野は、サクラの中では極めて成長が早く、10～20年ほどで最大樹高

に達したあと、樹冠を横に広げる樹形に成長する。この樹高と樹冠が増加す
る段階が成長期である。

・その後、好適な環境の場合、樹冠がほとんど変わらない安定期が10～30年
ほど続き、花見に最適な状態となる。この間、幹は成長を続ける。

・安定期の後、枯れ枝が目立つようになり、樹冠は減少し、花付きが悪くなる
衰退期となる。但し、衰退するものの、枝の小損と再生を繰り返し、樹冠が
再生することもある。枯死する場合、幹腐朽などの病害虫や気象害による外
的要因が確認されることが多い。

・マスコミなどで用いられる染井吉野の寿命は、生物としての生理的最高齢で
はなく、観賞木としての耐用年数と考えられる。また、管理費用や倒木リスク
といった人の都合により枯死前に伐採される場合もある。

〇樹木医の管理
・生育適地において適切な管理を行うことで染井吉野の観賞木としての耐用

年数は十分長くなることが示されている。(平塚1991、堀2017)

出典：，樹木医学研究23巻（2019）4号 樹木医学の基礎講座 樹木講座Ⅱ

清水淳子（東京大学大学院新領域創成科学研究科）

・発生した腐朽菌は樹幹腐朽菌が根株腐朽菌に比べ、種数・量ともに多く見
られ、サクラは根株腐朽が少なく樹幹腐朽が多いという既往の知見と一致
する。

・その理由として、サクラが人通りの多い場所に植栽されるため幹や枝など
に傷がつく機会が多いこと、枝が広がるためしばしば剪定が行われること
があげられている。

・主要な腐朽菌全体は、57.0％が枯死した剪定跡枯損枝での発生であったこ
とから、子実体の発生がその影響を受けている可能性が高い。

出典：ランドスケープ研究71巻（2008）5号

【参考資料】サクラの生長、衰退、寿命に関する文献

（１） サクラ林に関する検討 － １）サクラ類の生育改善


